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特別養護老人ホーム　新清快園　

Ⅰ　総括

　入居者の安心と満足度の充実を目指して、開設後の施設サービスの提供を行い
ました。
　業務の体制作り及び分担を見直し、担当の細分化などによりいっそう寄り添え
るユニットケアを目指し介護サービスに取り組みました。今後も入居者の満足度
をいかに高められるかをスタッフ一丸となって取り組んで参ります。

　全てのスタッフが介護現場に携わるという組織が一体となった取り組みと、家
族へ入居者の日常の様子を伝えること、信頼関係とサービスの向上に努めてまい
りましたが、今後も継続して取り組んで参ります。

　感染症対策につきましては、施設内感染の蔓延の防止、検温・手洗い・うがい
の徹底、持ち込み物への注意、嘔吐物や排泄物等の処理管理の徹底等の指導を受
け、十分に注意喚起を促して実践し、コロナウイルス5類移行後も全ての感染症対
策を継続いたしました。
　身体拘束につきましては、家族の同意を得ながら検証を行ない、関係機関と連
携をとりながら、毎月の委員会と、年間計画に則った研修を行ない全スタッフに
意識付けを行ない、日常の中で点検や、見直し等の取り組みを行ないました。
　人材育成につきましては、年間研修計画を立てて施設内研修や勉強会の開催、
第三者委員会による講習会等で全スタッフの技術や知識、態度の向上を図るべ
く、全スタッフ参加型の取り組みを行なってきました。皆がより良いサービス提
供への意識向上がみられ、今後も継続して行きます。また、更なるユニット型
サービス提供の充実を図るべく研鑽して参ります。

１．入居者サービス

① 　食事につきましては、給食業務効率化のため、引き続き、調理業務の業者委託
を継続しました。内容を充実するために、施設と業者の直接的な会議を設け、意
見交換を積極的に行いました。

② 　入浴につきましては、個々の状態確認と把握を行い、健康の維持管理と安全な
入浴に努めました。

③ 　排泄につきましては、パソコンデータで排泄状況を個別管理しながら、排泄の
自立に向けた援助に努めました。

④ 　健康管理につきましては、定期健康診断の実施と疾病の早期発見･治療に努めま
した。、事故等においては迅速な受診に努めました。

⑤ 　リハビリテーションにつきましては、個々の残存能力を最大限に活用すること
に重点を置き、設備面や用具の見直しを含め、日常生活の生きがい活動や日常生
活の自立に向けた援助に努めました。

２．施設の整備

　
３．スタッフ研修・人材育成

第１章　施設事業報告

　年間スケジュールに則り、各設備の点検等のメンテナンスを行いました。

　新型コロナウイルス感染症の流行により、これまでのような参加型での研修機会
が減少したが、オンライン研修の活用により、各種施設外研修への参加、近隣他施
設への研修受講を実施することが出来ました。
施設内研修においては、年間施設内研修計画に則り、施設スタッフが講師となって
年間施設内研修計画通り、事故防止・虐待・ターミナルケア・口腔ケア・排泄・褥
瘡予防・感染症予防・防災・防犯・腰痛予防・サービスマナー・メンタルヘルスケ
ア等の研修を実施することが出来ました。また三法人第三者委員会における研修会
も実施することが出来ました。

　事業計画に則り、入居者の日常生活の自立に向けた施設サービス計画を策定し、
個別ケアの充実に努めました。

－1 －



４．衛生管理

５．防災管理

６．地域交流

７．施設の運営

８．新型コロナウイルス感染症の対策

９．その他
清快園閉鎖に伴う固定資産及び備品の有効活用を実施しました。今後も継続してい
く予定です。

新型コロナウイルス予防対策として、作成した「施設指針」「マニュアル」に則
り、職場とスタッフの私生活ともに、周知徹底を図り、コロナウイルス5類移行後も
全ての感染症対策を継続いたしました。

　防災において、新型コロナウイルス感染症対策の一環として、三密を避けるため
にこれまのように多数の人数が集まって行う訓練を実施することは出来ませんでし
た。
代替案として、各部門毎に担当者（指導者）を設け、現場レベルで訓練を実施する
ことにより、今まで以上に実践に近い形での訓練を実施することが出来ました。ま
た、施設内における放送訓練も毎月実施することにより、施設内ルールの徹底、緊
急時おける放送対応の浸透を図ることが出来ました。
台風シーズン前には、水害想定の水防・入居者の避難方法の訓練や洪水（内水
時）、土砂災害等の避難確保計画を基に、スタッフに周知徹底の努力をしました。
令和4年度は防災設備業者による総合点検を5月、法定検査を11月に行いました。

　｢福祉サービス第三者評価｣を受審しました。これは、内部だけでは気づかない点
の指摘等もあり、着実に介護サービスの向上に繋がっております。また、施設内研
修を計画的に行なう等のスタッフ資質の向上に努めました。

　計画的に個々のユニットの消毒を実施し居住環境の向上に努めました。また、感
染症対策についても国・東京都・日の出町の補助金事業を活用することにより、感
染症対策備品を充実させ、感染症蔓延予防に努めました。

　施設の専門的な機能を地域に提供することを基本的な考え方として、第七自治会
の方への屋上開放や各団体の活動の受け入れ、各種学校に対する学習協力等、積極
的な受け入れに努めましたが、感染症対策などの影響もあり実施には至りませんで
した。
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Ⅱ　各課別報告

１．相談支援課

①　入居相談

②　ケアマネジメント

③　家族との連携

④　ボランティア

⑤　入居稼働率

⑥　コロナ禍の入居者の方への対応　面会・外泊・行事等、生活の質の向上支援

令和6年度在籍稼働率　【93.37％】
　　　　　 実稼働率　【89.83％】
　令和6年度の平均在籍稼働率は93.37％でした。令和5年度の90.4％と比べ、改
善が見られています。また、令和7年1月～入居稼働率向上を目標に施設一丸と
なって取り組み、令和7年3月は在籍稼働率95.2％、実稼働率93.14％となってい
ます。相談支援課では今後もさらなる稼働率の向上を目指していきます。

コロナ禍が終了し、段階的に面会の制限を緩和を実施しております。今後も世間
状況を確認しながら、さらなる面会制限・外出制限の緩和を検討していき、ご入
居者の生活の質の向上を目指します。また、各フロアでも生活の質の向上を目的
として、施設内外の散歩や屋上での気分転換、誕生会や四季折々の行事・出前等
の実施を推進していきます。

　令和6年になり、感染対策を実施してのボランティア受け入れについて随時検
討を行いました。12月には大正琴ボランティアの受け入れを行いましたが、その
直後参加した入居者に感染症が発生し、数名に伝播した事案が見られました。今
後も感染対策に勤め、ボランティアコーディネーターが窓口となってスムーズな
受け入れに努めます。また、行事やクラブ活動以外にも傾聴ボランティアや、各
種団体の会議等の開催場所として会議室等の無料貸し出しも再開後は使用して頂
けるように務めます。

　令和6年度相談支援課としましては、常にサービスを受ける立場に立ち、良質か
つ適切なサービス提供に重点を置いて、サービスの向上に努めました。

基本方針、利用料金、サービス内容等を見直しています。また、西多摩特養ガ
イドの活用やHPにて施設サービスや行事に関する各種の情報を公開することによ
り、運営及び経営の透明化に努めています。ご入居を検討されているご本人・ご
家族様が施設の魅力を十分に把握できるように、新たな施設パンフレットを令和
5年に作成しており、今後有効に活用しながら運用を行っていきます。

家族の皆様には、コロナ禍から引き続き感染拡大予防としてケースカンファレ
ンス出席は行わずアンケートにて意向等の確認を行い部内にてカンファレンスを
行い結果の連絡を行っています。また適時近況や介護内容の連絡を多く行なうこ
とによって、より絆を深めることができました。今後もご入居者様･ご家族様の
皆様の気持ちに寄り添いながら支援いたします。

施設サービス計画書(今後の方針)、アセスメント総括表、モニタリングシート
等を用いて、生活全般の解決すべき課題の評価を実施しました。また、今後も日
常的かつ継続的なプラン点検を行ない、細かな点まで配慮が行き届くように努め
て行きます。
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（1）入居者の状況 内訳 ユニット型　 74 名
従来型型　 39 名

※入院・外泊者数を除いた数とし、小数点第2以下を切り上げ。

【ユニット型】の要介護度別入所（居）者数
要介護度
男　　性 13 人 17 人 15 人 1 人 0 人 46 人
女　　性 5 人 13 人 7 人 3 人 0 人 28 人
合　　計 18 人 30 人 22 人 4 人 0 人 74 人

平均要介護度 3.8

【従来型】の要介護度別入所（居）者数
要介護度
男　　性 6 人 10 人 12 人 0 人 0 人 28 人
女　　性 2 人 4 人 3 人 2 人 0 人 11 人
合　　計 8 人 14 人 15 人 2 人 0 人 39 人

平均要介護度 3.7

【ユニット型】入所期間別入所（居）者数
入所期間

男　　性 1 人 4 人 7 人 10 人 4 人 2 人
女　　性 2 人 5 人 5 人 13 人 7 人 14 人
合　　計 3 人 9 人 12 人 23 人 11 人 16 人

平均入所期間 2 年 7 月

【従来型】入所期間別入所（居）者数
入所期間

男　　性 1 人 0 人 0 人 6 人 1 人 1 人
女　　性 0 人 6 人 4 人 8 人 6 人 6 人
合　　計 1 人 6 人 4 人 14 人 7 人 7 人

平均入所期間 2 年 9 月

【ユニット型】入所（居）者の平均年齢(短期入所者除く。小数点以下第2位四捨五入。)
平均年齢 男性 84.0 歳 女性 88.3 歳 全体 86.7 歳

【従来型】入所（居）者の平均年齢(短期入所者除く。小数点以下第2位四捨五入。)
平均年齢 男性 83.2 歳 女性 86.1 歳 全体 85.4 歳

認知症高齢者の数（医師が認知症と診断した者）
ユニット型 人 人

【ユニット型】併設の短期入所を含む前年度1日当たり平均利用者数
【ユニット型】併設の短期入所を含まない前年度1日当たり平均利用者数

72.4
72.4

(R7.3.31 現在　在籍 113名）

61 従来型 32

1月以内
1月超～
6月以内

6月超～
1年以内

1年超～
3年以内

1月以内
1月超～
6月以内

6月超～
1年以内

1年超～
3年以内

【従来型】併設の短期入所を含まない前年度1日当たり平均利用者数 37.9

1 合計

5 2 1 合計

2

3年超～
5年以内

5年超

5年超
3年超～
5年以内

5 4 3

4 3
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 （2）入退居状況一覧表

【ユニット型】
 初日 入 所 （居）          退      所 （居）

在籍
数 在

宅
医療
機関

社会
福祉
施設

介護
老人
保健
施設

 そ
の他

計
在
宅

長期
入院

社会
福祉
施設

介護
老人
保健
施設

死
亡

 そ
の他

計

R6年４月 72 1 1 2 1 1
5月 73 3 1 4 1 3 4
6月 73 1 1 3 3
7月 71 2 1 3 2 2
8月 72 1 1 2 2 2
9月 72 1 1 2 2 2
10月 72 2 1 3 1 1
11月 74 0 1 1
12月 73 1 1 1 2 3

R7年1月 71 1 1 1 3 2 2
2月 72 1 3 4 2 2
3月 74 1 1 1 3 3 3
計 869 10 10 2 6 0 28 0 2 1 0 23 0 26

　　　注１　医療機関は、療養型を含む。
　　　注２　その他は、短期入所から引き続く入所（居）を含む。

【従来型】
 初日 入 所 （居）          退      所 （居）

在籍
数 在

宅
医療
機関

社会
福祉
施設

介護
老人
保健
施設

 そ
の他

計
在
宅

長期
入院

社会
福祉
施設

介護
老人
保健
施設

死
亡

 そ
の他

計

R6年４月 39 0 2 2
5月 37 1 1 2 1 1
6月 38 0 0
7月 38 0 0
8月 38 1 1 2 1 1
9月 39 1 1 1 1
10月 39 1 1 3 3
11月 37 1 1 1 1
12月 37 1 1 2 2

R7年1月 36 1 1 2 1 1
2月 37 1 1 1 3 1 1
3月 39 1 1 1 1
計 454 6 3 1 3 1 14 0 3 0 0 11 0 14

　　　注１　医療機関は、療養型を含む。
　　　注２　その他は、短期入所から引き続く入所（居）を含む。

(2-1)入居判定会議の開催

合計 【29】 回の入居判定会議の開催を実施しました。

　　　注１　ユニット型・従来型を含めた判定会の回数

(R7.3.31 現在　在籍 113名）
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 （2-2）退所者の状況

引渡し年月日
受領者
の続柄

1 80 令和06年04月04日 老衰 施設 R6.06.21 妻

2 93 令和06年05月05日 うっ血性心不全 病院 R6.07.10 次男

3 94 令和06年05月18日 慢性心不全 施設 R6.08.07 長男

4 99 令和06年05月21日 老衰 施設 R6.07.26 姪

5 100 令和06年06月01日 老衰 施設 R6.08.30 長男

6 81 令和06年06月15日 老衰 施設 R6.09.02 妻

7 95 令和06年06月25日 不明 病院 R6.11.26 長男

8 90 令和06年07月06日 誤嚥性肺炎 病院 R6.09.18 長女

9 102 令和06年07月19日 老衰 施設 R6.09.25 長男

10 99 令和06年08月13日 老衰 施設 R6.10.30 長男

11 89 令和06年08月18日 老衰 施設 R6.11.01 長男

12 84 令和06年09月04日 老衰 施設 R6.09.12 長女

13 86 令和06年09月05日 上部消化管出血 病院 R6.12.21 長男妻

14 87 令和06年11月11日 慢性心不全 施設 R7.01.25 次男

15 94 令和06年12月09日 老衰 施設 R7.02.28 長男

16 99 令和06年12月24日 胸膜炎 病院 R7.03.17 長女

17 93 令和07年01月11日 肺炎 施設 R7.03.30 長女

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

【ユニット型】令和6年度中の死亡者の退所（居）状況について
※引き渡しを完了していない者は除く

番
号

死亡時
の年齢 死亡年月日 死亡理由  死亡場所

遺留金品の処理状況
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 （2-3）退所者の状況

引渡し年月日
受領者
の続柄

1 96 令和06年08月04日 老衰 施設 R6.11.03 長男

2 77 令和06年09月27日 老衰 施設 R6.11.25 長女

3 97 令和06年10月16日 摂食障害 病院 R7.01.03 長男

4 91 令和06年10月22日 転移性脳腫瘍・肺癌 施設 R6.12.13 長男

5 76 令和06年10月22日 急性心不全 病院 R6.12.15 長男

6 84 令和06年11月05日 急性心不全 病院 R7.01.17 長女

7 92 令和06年12月20日 肺炎 施設 R7.03.30 長女

8 88 令和06年12月28日 不明 病院 R7.02.20 長男

9 83 令和07年01月30日 不明 病院 R7.03.26 長男

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

【従来型】令和6年度中の死亡者の退所（居）状況について
※引き渡しを完了していない者は除く

遺留金品の処理状況
番
号

死亡時
の年齢 死亡年月日 死亡理由  死亡場所
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 （2-4）死亡以外の退所（居）者の状況

【ユニット型】

1 82 長期入院 R6.07.24 長男

2 92 長期入院 R6.12.10 長女

3 66 他施設入所 R7.03.19 長男

4

5

6

7

8

9

10

【従来型】

1 87 長期入院 R6.07.05 長女

2 78 長期入院 R06.0703 次女

3 77 長期入院 R6.07.13 長女

4

5

6

7

8

9

10

令和06年05月01日

令和06年04月22日

令和06年05月15日

令和06年10月04日

令和06年12月18日

令和06年04月03日

預り金等の返還年月日
受領者の続

柄
番
号

年齢 退所理由退去年月日

受領者の続
柄

番
号

年齢 退去年月日 退所理由 預り金等の返還年月日
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【ユニット型】

番
号

死亡
時の
年齢

死亡年月日 死亡理由  死亡場所
福祉事務所
(該当する場

合）

引渡しが完了して
いない理由

1 91 令和07年01月31日 不明 病院 なし 支払いが終わっていない

2 91 令和07年02月03日 老衰 施設 なし 支払いが終わっていない

3 95 令和07年02月17日 老衰 施設 なし 支払いが終わっていない

4 72 令和07年03月03日 急性心不全 病院 なし 支払いが終わっていない

5 94 令和07年03月07日 老衰 施設 なし 支払いが終わっていない

6 89 令和07年03月28日 老衰 施設 なし 支払いが終わっていない

7

8

【従来型】

番
号

死亡
時の
年齢

死亡年月日 死亡理由  死亡場所
福祉事務所
(該当する場

合）

引渡しが完了して
いない理由

1 83 令和07年02月07日 老衰 施設 なし 支払いが終わっていない

2 89 令和07年03月04日 老衰 施設 なし 支払いが終わっていない

3

4

5

6

7

8

 （2-5）令和7年3月31日以前の死亡による退所（居）者のうち、
　　　　　遺留金品の引渡しが完了していないケース
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（3）入居者の収入及び預り金等の状況

①　預り金等の管理状況

113 名

0 名

年4 回

年4 回

年12 回

②　成年後見人等の年金管理について

7 名

2 名

③　月別介護扶助受給者状況

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

④　介護報酬徴収状況

（4）施設サービス計画

　施設内カンファレンスの実施状況について
合計【224】回のカンファレンスを実施しております。

　施設内担当者会議については、基本12ヶ月毎に開催を行っています。また、入
居者の状況の変化に応じて、随時臨時開催を行っております。

　コロナ禍で家族参加型のカンファレンスは開催できませんでしたが、入居者へ
の聞き取り、家族アンケートの実施を行い、入居者本人や入居者家族の希望を反
映した計画作りに努めました。

受給者数

本人支払い額の徴収該当者 0

食費単給該当者 0

入居者負担の減免入居者 0

本人等への収支状況の報告

家族以外の成年後見人等による管理を受けている入居者

家族が成年後見人等を行っている入居者

(R6.4.1～R7.3.31）

（一人当たり）

後見等への収支状況の報告 （計 7人）

収支状況の確認回数

　令和6年度の入居者の預り金の管理状況、年金等の収入状況に関しましては、次
のとおりとなります。また、預り金の収支状況につきましては、報告書にて年4回
家族の皆様に確認と後見人等の方は12回確認いただきました。

施設が管理している者 （3/31現在）

遺留金品を有した人数
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【ユニット型および従来型含めた該当者】

番
号

生年月日 性別

1 昭和6年9月26日 女

2 昭和7年8月27日 女

3 昭和10年10月29日 女

4 昭和12年10月1日 男

5 昭和17年7月12日 男

6 昭和30年2月9日 男

7 昭和17年12月26日 男

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

 （3）-②　別紙
身寄りのない高齢者の受け入れ実績について
（親族以外の成年後見人等が専任されている場合は、身寄りのない高齢者とみな
す）
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（5）加算算定状況について

（5-1）【ユニット型】本体入所

無区分
Ⅰ

Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

日常生活継続支援加算 ○
看護体制加算 ○
夜勤職員配置加算 ○
準ユニットケア加算
生活機能向上連携加算
個別機能訓練加算 ○
ADL維持等加算
若年性認知症入所者受入加算
常勤医師配置加算
精神科を担当する医師に係る加算 ○
障害者生活支援体制加算
外泊時費用 ○
外泊時在宅サービス利用費用
初期加算 ○
再入所時栄養連携加算
退所時等相談援助加算
栄養マネジメント強化加算
経口移行加算
経口維持加算
口腔衛生管理加算
療養食加算
配置医師緊急時対応加算
看取り介護加算 ○
在宅復帰支援機能加算
在宅・入所相互利用加算
認知症専門ケア加算
認知症行動・心理症状緊急対応加算
褥瘡マネジメント加算
排せつ支援加算
自立支援促進加算
科学的介護推進体制加算
安全対策体制加算
サービス提供体制強化加算
介護職員処遇改善加算 ○
介護職員等特定処遇改善加算 ○
介護職員等ベースアップ等支援加算 ○

加算及び減算の項目
特養
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（5-2）【ユニット型】短期入所生活介護

短期 予防

生活相談員配置等加算
生活機能向上連携加算Ⅰ
生活機能向上連携加算Ⅱ
専従機能訓練指導員配置加算
機能訓練体制加算 ○
個別機能訓練加算
看護体制加算Ⅰ
看護体制加算Ⅱ
看護体制加算Ⅲ
看護体制加算Ⅳ
医療連携強化加算
夜勤職員配置加算Ⅰ・Ⅱ ○
夜勤職員配置加算Ⅲ・Ⅳ
認知症行動・心理症状緊急対応加算
若年性認知症利用者受入加算
送迎加算 ○
緊急短期入所受入加算
長期利用者に対する減算
療養食加算
在宅中重度者受入加算
認知症専門ケア加算Ⅰ
認知症専門ケア加算Ⅱ
サービス提供体制強化加算Ⅰ
サービス提供体制強化加算Ⅱ
サービス提供体制強化加算Ⅲ
介護職員処遇改善加算Ⅰ～Ⅴ
介護職員等特定処遇改善加算Ⅰ･Ⅱ

加算及び減算の項目
併設
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（5-3）【従来型】本体入所

無区分
Ⅰ

Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

日常生活継続支援加算 ○
看護体制加算
夜勤職員配置加算 ○
準ユニットケア加算
生活機能向上連携加算
個別機能訓練加算
ADL維持等加算
若年性認知症入所者受入加算
常勤医師配置加算
精神科を担当する医師に係る加算 ○
障害者生活支援体制加算
外泊時費用 ○
外泊時在宅サービス利用費用
初期加算 ○
再入所時栄養連携加算
退所時等相談援助加算
栄養マネジメント強化加算
経口移行加算
経口維持加算
口腔衛生管理加算
療養食加算
配置医師緊急時対応加算
看取り介護加算
在宅復帰支援機能加算
在宅・入所相互利用加算
認知症専門ケア加算
認知症行動・心理症状緊急対応加算
褥瘡マネジメント加算
排せつ支援加算
自立支援促進加算
科学的介護推進体制加算
安全対策体制加算
サービス提供体制強化加算
介護職員処遇改善加算 ○
介護職員等特定処遇改善加算 ○
介護職員等ベースアップ等支援加算 ○

加算及び減算の項目
特養
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2．介護課　

令和6年度目標について

（１）基本介護について

２４時間シートの作成を各部署と情報共有を図り行い、個別処遇の充実を図りました。一人一
人のニーズに沿った対応を各フロア継続して行っていきます。

②スキルアップついて

全員、虐待防止研修を一人２回以上参加する事が出来ました。各種研修についても申し送り
や伝達を行い参加していないスタッフにも出来る範囲で周知出来ました。

日々のミーティングを行い、そのフロア毎の問題点を話し合うよう努めました。情報共有は
申し送りノートを用い、確認した後はサインをして知らなかったという事を出来るだけ防ぐ
努力をしました。

２４時間シートを活用し、入居者一人一人の個別処遇の充実を図れるよう、関係部署と協力
し努力しました。

①　２４時間シートの作成・推進について

④環境整備について

１ケア１手洗いの徹底、居室内の整理整頓を心がけ衛生的な環境づくり、感染予防に努めま
した。

③ 各ユニットの組織強化、情報共有について
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2．介護課　ユニット型

（１）日常生活の支援状況

１階東棟ユニット

イ）

ロ）

ハ）

２階東棟ユニット

イ）

ロ）

ハ）

１階西棟ユニット

イ）

ロ）

ハ）

２階西棟ユニット

イ）

ロ）

ハ）

（２）面会・外泊状況

（３）居室の状況

区分

室数

定員数

現員 7474

78 2 80

－0 －

2

－

8078 －－

－

季節毎の行事を実施することが出来た。誕生日会はまとめて実施できた月と出来ない月があり
次年度に関しては毎月行えるよう取り組んでゆく。

２４時間シートの更新を忘れがちになることがあり。次年度も活用・更新に関してスタッフ間
で声掛け重視してゆく。

フロア内環境整備に関しては、スタッフ間で声掛けを実施。又ミーテングは行える日と行えな
い日があった為、次年度は時間を必ず設け実施していく。

64 10 0 74

家族等の面会があった入居者 外泊したことがある入居者

有り 無し有り

フロア内、居室内共に清掃、換気、冬季は加湿を行い、整理整頓、衛生保持に努めた。また、
感染症マニュアルに従い、食事前の手指消毒、通院、退院、発熱の入居者の居室対応を行う事
で防疫に努めた。
感染症発生時は、各部署と協力しながら、収束に向けて取り組んだ。

フロア内、環境整備を行い入居者に適した、良い空間を作ることができた。

行事イベントなど、入居者と共に一緒に参加できる行事に力を入れた。その結果、次回の改善
点など次につなげることが見いだせた。

フロア内の食事席などを入居者の希望に応じ席替え等し、より過ごしやすい場所を提供するこ
とができた。

１人部屋 静養室

R7.3.31 現在　在籍　74名

R7.3.31 現在　在籍　74名

４人部屋短期入所

無し

計

２４時間シートの更新を行い、施設として２４時間シートの活用をいつでも開始できるようにしていた。
また、随時、各部署と連携を取りながら、入居者の状況に合わせて個別ケアを行った。

季節毎のフロアー行事は行えた。屋上散歩や敷地内での散歩も行えた。その他には、ユニット
共有部に季節に合わせた飾りつけを行い、入居者の方に楽しんで頂ける様に努めた。
レクリエーションや、ドライブは行えなかった。

入居者一人一人に日々声掛けを行うことで、お互い信頼関係を構築し、皆様がにこやかに生活
できる空間作りができた。

個別ケアについてスタッフ間でミーティングを図りつつ、入居者とも常に会話を持つように努
め、その人が今何を望んでいるかを知ることができた。

出前やバラ園への外出など行い、うるおいのある生活を提供できた。
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イ　入浴介助一覧表

一人１週間あたりの回数

入浴実施曜日

1人1回あたりの入浴時間

1人あたりの入浴人員

1回あたりの介助人員

1～3名 1～3名

1人 1人～２人 1人～２人

個浴リフト・車椅子浴 担架浴

2回 ２回 ２回

日曜日～土曜 日曜日～土曜 日曜日～土曜

10分 10分 10分

個浴

1～3名

令和７年３月３１日　現在　在籍７４名
①食事
食事状況一覧表

②排泄
排泄状況一覧表

③入浴
ア　入浴状況一覧表

0 5

22 37 7411 18 45 74 8 7

1 8

35 74 6 60

2

合計 0 6 32 1

6 2 5２階西棟　　女性

合計

0

8

8

74

9

２階西棟　　女性 0 0 6 0 2 8 2

3 9 3 1 3 21 5 4 2

1 8

２階西棟　　男性 0 4 2 1 2 9

3 28 14 1 12

２階西棟　　男性

1

3 9

5

4 6 149 14 0 4

１階西棟　　男性

１階西棟　　女性

0

１階西棟　　女性 0 0 6 0

5 0 3 25

14

14

１階西棟　　男性 0 0 2 0 3 5 0

13 14 2 0 2 101 13 1 0

0 0 2 3 5

２階東棟　　女性 0 1 3 0 10 14

0 32 6 0 5

２階東棟　　女性

1

0

２階東棟　　男性 0 1 3 0

14

10

2 3 63 6 0 1

１階東棟　　女性

２階東棟　　男性

2 8 0 2 810

6

8

１階東棟　　女性 0 0 6 0 4 10 0

6 8 1 1 2 41 6 1 1

0 0 2 8 10

１階東棟　　男性 0 0 4 0 4 8

合
計

見
守
り

個
浴
リ
フ

ト

車
椅
子
浴

担
架
浴

合
計

杖
・
歩
行

器
車
椅
子

ユニット型

入　浴

１階東棟　　男性 1 8

0 74

移乗

12 1 0 0 1 29

移動要介助

合
計

④移動状況
身体状況別移動方法一覧表

一
部
介
助

全
介
助

合
計

一
部
介
助

全
介
助

自
立

見
守
り

72 2 74 合計 7 1

自
立

個
浴

ユニット型

移動方法

独
歩

5 0 0 8

合計 31 10 16 17 74

0 0 0 0 1 08 0 8 ２階西棟　　女性 2 0

23 0

0 0 29 0 9 ２階西棟　　男性 2 0

２階西棟　　女性 3 1 2 2 8

1 0 0

0 14

２階西棟　　男性 5 0 3 1 9

5 0 0 0 0 613 1 14 １階西棟　　女性 2 0

4 0 0 9

1 0 0 5

１階西棟　　女性 10 0 0 4 14

1 0 0 0 0 35 0 5 １階西棟　　男性 0 0

1 0

0 0 1014 0 14 ２階東棟　　女性 1 1

１階西棟　　男性 3 0 2 0 5

2 0 0

0 6

２階東棟　　女性 5 0 3 6 14

2 0 0 0 0 16 0 6 ２階東棟　　男性 0 0

0 0 0 14

6 0 0 10

２階東棟　　男性 3 0 2 1 6

0 0 0 0 0 49 1 10 １階東棟　　女性 0 0

3 0

見
守
り

一
部
介

助
全
介
助

3 0 0 8

１階東棟　　女性 2 4 2 2 10

1 1 0 0 0 38 0 8 １階東棟　　男性 0１階東棟　　男性 0 5 2 1 8

見
守
り

一
部
介

助
全
介
助

0

(4)介護状況ユニット型

ユニット型

食事 食事席

ユニット型

排泄

トイレ 便器 オムツ 併用

合
計自

立

見
守
り

一
部
介

助
全
介
助

合
計

食
堂

居
室

合
計

自
立

常
時

日
中
ト
イ
レ
・

夜
間
の
み

便
器
・
ト
イ
レ

便
器
・
オ
ム
ツ
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1 60

0

0

合
計

外泊・外
出有無

外
泊
有

外
出
有

有 無

0 2

0

合
計

面会
有無

0 0 5 3 8

0 0 6 3 9

7 7 64 10 74合計 1 29 30 合計 03 3

0

0

0 0

2 2

0 0

１階西棟　　女性 0 6 6 １階西棟　　女性

２階西棟　　女性 0 1 1 ２階西棟　　女性

２階西棟　　男性 0 1 1 ２階西棟　　男性

１階西棟　　男性 1 1 2 １階西棟　　男性

0 4 4

0 0 0

14 0 14

2 2 5 0 5

0 8 0 8

0 0 13 1 14

0 0 5

101 1 8

２階東棟　　女性 0 9 9 ２階東棟　　女性

２階東棟　　男性 0 2 2 ２階東棟　　男性0 0

1 1

１階東棟　　女性 0 5 5 １階東棟　　女性

１階東棟　　男性 0 4 4 １階東棟　　男性0 0

0 0

ユニット型

寝返り

合
計

ユニット型

74 7 1 23 43 74

褥
瘡
者

合計 13 2 8 51

一
部
介
助

体
位
変
換

⑦外泊・外出・面会一覧表

合
計

0 0 0 74

5 9

0 0 0 8 84 8

74

２階西棟　　女性 2 1 3 2

9 2 0 2２階西棟　　男性 1 0 1 7

8 2 1 1

0 0 0 9 9

0 0 0 5 55 5

0 0 0 14 149 14１階西棟　　女性 3 0 0 11

5 0 0 0１階西棟　　男性 0 0 1 4

14 3 0 2

0 0 0 6 61 6

0 0 0 14 1410 14２階東棟　　女性 2 0 0 12

6 0 0 5２階東棟　　男性 1 0 0 5

14 0 0 4

0 0 0 8 84 8

0 0 0 10 105 101 5

8 0 0 4１階東棟　　男性 1 0 2 5

10 0 0 5

⑥体位交換・褥瘡者一覧表

⑤身辺整理状況一覧表

合
計

自
立

見
守
り

一
部
介

助

ユニット型

整容 着替え 洗濯

自
立

見
守
り

一
部
介

助
全
介
助

自
立

見
守
り

一
部
介

助
全
介
助

合
計

全
介
助

合
計

１階東棟　　女性 3 1
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介助の種類 一部介助 全部介助

食事 16 17

排泄 35 29

おむつ 23 29

入浴 6 68

移動 18 45

移乗 22 37

整容 8 51

着替え 23 43

計 3 内施設内 (0) 内施設外 (0)

（５）事故防止対策
入所 ショートステイ

①　ヒヤリ・ハット報告　；　年度内件数　･････ 184 件 0 件

②　事故報告　　　　　　；　年度内件数　･････ 32 件 0 件

　　うち行政（区市町村）に届け出た件数 28 件 0 件

　　うち東京都に届け出た件数(インフルエンザ集団罹患） 10 件 0 件

③　苦情・要望等

受付 0 件 0 件

継続中または未処理 0 件 0 件

0 件 0 件

性別 年齢
入居

年月日
拘束開始
年月日

⑧　日常生活動作状況　ユニット型

④　身体拘束の状況　ユニット型

拘束の方法拘束の必要な理由

60

拘束解除の時間帯

認知症状のある入居者

褥瘡者

苦情 要望

処理済

61

備　考

車椅子使用者

一部：手を貸せば車いすに移乗することができる。
全部：全て介助を要する。

一部：爪切り、耳掃除、歯磨き、髭剃り等について一部介助すれば
　　　行うことができる。
全部：上記項目について全て介助を要する。

一部：夜間のみの方。(全部介助の内数）
全部：常時使用者

一部：スプーン等を使用し、一部介助すれば食事ができる。
全部：全て介助を要する。

一部：身体を洗うときや、浴槽の出入りに介助を要する。
全部：自分でできないので全て介助を要する、あるいは機械浴。

一部：手を貸せば着替えができる。
全部：自分でできないので全て介助を要する。

一部：付添が手や肩を貸せば歩ける。または車椅子等に介助して乗
　　　せた後、自力で施設内を移動できる。
全部：全て介助を要する。

一部：介助があれば簡易便器およびトイレでできる。夜間はおむつ
　　　を使用する。
全部：常時おむつを使用している。

該当なし
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介護課　従来型

（１）日常生活の支援状況

１階北棟　従来型

イ）

ロ）

ハ）

２階北棟　従来型

イ）

ロ）

ハ）

ニ）

（２）面会・外泊状況

（３）居室の状況

区分

室数

定員数

現員 39 － － － 39

40 － － 1 41

40 － － － 40

R6.3.31 現在　在籍　39名

１人部屋 短期入所 ４人部屋 静養室 計

34 5 1 38

全スタッフが偏ることなく研修に参加することが出来た。

R7.3.31 現在　在籍　39名

家族等の面会があった入居者 外泊したことがある入居者

有り 無し 有り 無し

夕方のミーティング及び申し送りノートを活用すると共に、スタッフ間で常に声掛け
等のコミュニケーションを図り意識することで情報共有が行なえた。

フロアー内で楽しめる季節の行事を企画し実施出来た。

入居者の情報をスタッフ全員が共有し、入居者一人一人の意向に合わせ援助を行う事が出来
た。

都度マニュアルを確認しそれに従って行動、他部署とも連携し、入居者の援助を行う事が出来
た。

出来る限り入居者の希望を窺がいながら出前や季節に合った行事のレクリエーションを
開催して、入居者に喜んで頂けた。

スタッフ一人一人が常に整理整頓及び感染症対策を心掛け、快適な空間で過ごせる様に
支援することが出来た。
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1回あたりの介助人員 1人 1人～２人 1人～２人

1人1回あたりの入浴時間 10分 10分 10分

1人あたりの入浴人員 1～3名 1～3名 1～3名

一人１週間あたりの回数 2回 ２回 ２回

入浴実施曜日 日曜日～土曜 日曜日～土曜 日曜日～土曜

9 16 39

イ　入浴介助一覧表
個浴 個浴リフト・車椅子浴 担架浴

18 2 19 39 10 439 合計 5 3 31 39合計 0 7 15 0 17

13 2 1 5 5 131 12 13 5 2 6

6 1 2 1 20 1 5 6 4 0

２階北棟　　女性 0 0 8 0 5 13 ２階北棟　　女性 0

8 17

２階北棟　　男性 0 1 3 0 2 6 ２階北棟　　男性

0 9 17 6 1 2１階北棟　　女性 4 1 12 17 8

62

合
計

自
立

1 1 3

１階北棟　　女性 0 5 3 0 9 17

1 0 2 3 1 03 １階北棟　　男性 1 0 2 3１階北棟　　男性 0 1 1 0 1

合
計

見
守
り

一
部
介
助

0 17 4 1 0合計 8 0 9 0 0

③入浴 ④移動状況
ア　入浴状況一覧表 身体状況別移動方法一覧表

従来型

入　浴

従来型

移動方法 移動要介助 移乗

自
立

個
浴

個
浴
リ
フ

ト

車
椅
子
浴

担
架
浴

合
計

独
歩

杖
・
歩
行

器
車
椅
子

見
守
り

一
部
介
助

全
介
助

合
計

全
介
助

13

合計 11 13 5 10 39 39 0 39

0 0 6 3 1 0２階北棟　　女性 1 0 2 0 0

390

0 2 1 0 0２階北棟　　男性 1 0 2 0 0

２階北棟　　女性 6 0 3 4 13 13 0 13

17

２階北棟　　男性 5 0 1 0 6 6 0 6

0 0 8 0 0 0１階北棟　　女性 5 0 4 0 0

60

自
立

見
守
り

3

１階北棟　　女性 0 11 1 5 17 17 0 17

0 0 1 0 0 0１階北棟　　男性 1 0 1 0 0

常
時

日
中
ト
イ
レ
・

夜
間
の
み

便
器
・
ト
イ
レ

居
室

合
計

自
立

見
守
り

一
部
介

助
全
介
助

１階北棟　　男性 0 2 0 1 3 3 0 3

(4)介護状況従来型

令和６年３月３１日　現在　在籍３8名

①食事 ②排泄

食事状況一覧表 排泄状況一覧表

一
部
介

助
全
介
助

合
計

食
堂

従来型

食事 食事席

従来型

排泄

トイレ 便器 オムツ 併用

合
計

便
器
・
オ
ム
ツ

見
守
り

一
部
介

助
全
介
助
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２階北棟　　男性 0 2 2 6 0

39合計 1 6 7 34 5

4 12 1 13

4 17

２階北棟　　男性 0 2 2 0 0

合計 2 12 14 1 1

6

２階北棟　　女性 0 4 4 1 1 ２階北棟　　女性 0 4

3

１階北棟　　女性 1 5 6 0 0 １階北棟　　女性 1 0

１階北棟　　男性 0 0 0 3 0１階北棟　　男性 1 1 2 0 0

1 13

合
計

面会
有無

合
計一

部
介
助

体
位
変
換

外
泊
有

外
出
有

有 無

従来型

寝返り

合
計

褥
瘡
者

合
計

j従来型

0 0 39

外泊・外
出有無

39

⑥体位交換・褥瘡者一覧表 ⑦外泊・外出・面会一覧表

7 4 10 18 39 0合計 14 0 4 21 39

4 0 6

0 0 6 6

２階北棟　　女性 6 0 2 5 13

3 0 3 0 6 0

0 0 13 133 13 0

２階北棟　　男性 5 0 0 1 6

0 0 3 3

１階北棟　　女性 2 0 2 13 17

0 1 0 2 3 0

0 0 17 1713 17 0

１階北棟　　男性 1 0 0 2 3

自
立

見
守
り

一
部
介

助

0 3 1

⑤身辺整理状況一覧表

従来型

整容 着替え 洗濯

自
立

見
守
り

一
部
介

助
全
介
助

合
計

見
守
り

一
部
介

助
全
介
助

合
計

全
介
助

合
計

自
立

－22 －



　介助の種類 一部介助 全部介助

食事 5 10

排泄 13 17

おむつ 4 17

入浴 7 32

移動 2 19

移乗 9 16

整容 4 21

着替え 14 18

計 1 内施設内 (0) 内施設外 (0)

（５）事故防止対策
入所

①　ヒヤリ・ハット報告　；　年度内件数　･････ 39 件

②　事故報告　　　　　　；　年度内件数　･････ 15 件

　　うち行政（区市町村）に届け出た件数 3 件

　　うち東京都に届け出た件数 0 件

③　苦情・要望等

受付 1 件 0 件

継続中または未処理 0 件 0 件

1 件 0 件

性別 年齢
入居

年月日
拘束開始
年月日

拘束解除の時間帯 拘束の必要な理由 拘束の方法

32

褥瘡者

苦情 要望

④　身体拘束の状況　従来型

処理済

認知症状のある入居者

31

⑧　日常生活動作状況　従来型
備　考

一部：スプーン等を使用し、一部介助すれば食事ができる。
全部：全て介助を要する。

一部：介助があれば簡易便器およびトイレでできる。夜間はおむつ
　　　を使用する。
全部：常時おむつを使用している。

一部：夜間のみの方。(全部介助の内数）
全部：常時使用者

一部：身体を洗うときや、浴槽の出入りに介助を要する。
全部：自分でできないので全て介助を要する、あるいは機械浴。

一部：付添が手や肩を貸せば歩ける。または車椅子等に介助して乗
　　　せた後、自力で施設内を移動できる。
全部：全て介助を要する。

一部：手を貸せば車いすに移乗することができる。
全部：全て介助を要する。

一部：爪切り、耳掃除、歯磨き、髭剃り等について一部介助すれば
　　　行うことができる。
全部：上記項目について全て介助を要する。

一部：手を貸せば着替えができる。
全部：自分でできないので全て介助を要する。

車椅子使用者

該当なし
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３．看護課

（１）医療状況

①施設内検診 令和7年　 3月実績
内科 精神科 歯科 与薬 点滴 皮下注 検査 処置 胃瘻 Ｂａ留置 ストマ

実人員 73 5 51 73 0 1 2 14 2 4 2

延人員 150 5 66 2,263 0 31 2 434 62 124 62

②　受診
外来 往診 外来 往診 外来 往診 外来 往診 外来 往診

科目内訳

実人員 22 7 3 0 1

延人員 28 24 8 0 1

科目内訳

実人員 7 0 2 0 0

延人員 24 0 7 0 0

科目内訳

実人員 4 0 0

延人員 4 0 0

③　入退院の状況

④　健康診断実施状況

春 秋 毎月

〇

〇 体重測定は年12回実施

〇 体調不良時、入浴前に測定

〇 新入所、要検査必要時含む

〇

⑤　協力医療機関 （R7.3.31現在）
往診の有無

○

○

○

(R6.4.1～R7.3.31）

（R6.4.1～R7.3.31）

（R6.4.1～R7.3.31）

3

1

4

2

2

0

0

耳鼻咽喉科 眼科

精神科 神経科

ユニット型

1

脳外科

8

4

入居者各自の生活を尊重して、現在の健康状態を維持しつつ低下する
ことがないようにリハビリを個別に行いました。また、疾患に関しまし
ては、異状の早期発見と早期対応を図りました。

内科 外科 整形外科

皮膚科 婦人科 泌尿器科

入院期間

１日～30日

　入院に関しては、インフルエンザの蔓延により７名と多くの入院があ
りました。また、基礎疾患による状態悪化に伴い、短期間ではあります
が入院ケースが目立ちました。今後も早期対応、苦痛の緩和に努めてい
きたいと思います。

Ｘ線撮影

体重測定

歯科

科目医療機関名

区分

計

乳腺外来

91日以上

61日～90日

31日～60日

32

備考

入院疾患名 件数

肺炎

発熱・不明熱含

脱水

イレウス

精神疾患

骨折

19

歯科

入院者数

所在地

八王子市

3

心不全 2

計 32

その他 15

脳梗塞・脳出血

食思不振

青梅市

日の出町

血圧測定

青梅成木台病院

日の出ヶ丘病院

アイデンタルオフィス

検尿

インフルエンザ予防接種

多摩リハビリテーショーン病院

内科

内科・整形外科
皮膚科・眼科

精神科 青梅市
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３．看護課

（１）医療状況

①　施設内検診内受診 令和7年　 3月実績
内科 精神科 歯科 与薬 点滴 皮下注 検査 処置 胃瘻 Ｂａ留置 ストマ

実人員 39 2 39 39 0 0 0 10 2 2 1

延人員 80 3 111 1,209 0 0 0 310 62 62 31

②　受診
外来 往診 外来 往診 外来 往診 外来 往診 外来 往診

科目内訳

実人員 12 4 4 0 0

延人員 17 4 5 0 0

科目内訳

実人員 4 0 0 0 0

延人員 7 0 0 0 0

科目内訳

実人員 1 0 1

延人員 1 0 1

③　入退院の状況

④　健康診断実施状況

春 秋 毎月

〇

〇 体重測定は年12回実施

〇 体調不良時、入浴前に測定

〇 新入所、要検査必要時含む

〇

⑤　協力医療機関 （R7.3.31現在）
往診の有無

○

○

○

（R6.4.1～R7.3.31）

八王子市

多摩リハビリテーショーン病院 青梅市

日の出ヶ丘病院 日の出町

アイデンタルオフィス

　　内科

精神科

歯科

青梅成木台病院

従来型

医療機関名

入院期間 入院者数

計 16

脳外科

31日～60日 2

61日～90日 5

91日以上 1

検尿

区分

インフルエンザ予防接種

科目 所在地

内科・整形外科
皮膚科・眼科

備考

Ｘ線撮影

体重測定

血圧測定

青梅市

入院疾患名 件数

4

歯科 リウマチ

肺炎8

（R6.4.1～R7.3.31)

１日～30日

皮膚科 婦人科 泌尿器科 精神科 神経科

入居者各自の生活を尊重して、現在の健康状態を維持しつつ低下する
ことがないようにリハビリを個別に行いました。また、疾患に関しまし
ては、早期発見と早期対応を図りました。

内科 外科 整形外科 耳鼻咽喉科 眼科

(R6.4.1～R7.3.31）

発熱・不明熱含

1

骨折 1

脳梗塞・脳出血 2

精神疾患

0

脱水 0

イレウス 1

計 16

食思不振 0

心不全 1

その他 6
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実人数 男 0 女 0 計 0 実人数 男 0 女 0 計 0
延人数 男 0 女 0 計 0 延人数 男 0 女 0 計 0
点滴 実人数 0 延人数 0 計 0 点滴 実人数 0 延人数 0 計 0
入院 0 0 0 入院 0 0 0

実人数 男 5 女 14 計 19 実人数 男 0 女 0 計 0
延人数 男 5 女 14 計 19 延人数 男 0 女 0 計 0
点滴 実人数 0 延人数 0 計 0 点滴 実人数 0 延人数 0 計 0
入院 7 7 7 入院 0 0 0

実人数 男 1 女 2 計 3 実人数 男 0 女 0 計 0
延人数 男 1 女 2 計 3 延人数 男 0 女 0 計 0
点滴 実人数 0 延人数 0 計 0 点滴 実人数 0 延人数 0 計 0
入院 0 0 0 入院 0 0 0

新型コロナウイルス　3名

ユニット型 従来型
発症期間 R6.12.13～ 発症期間

※インフルエンザ発症者　19名

発症期間
従来型

※ノロウイルス発症者なし。

従来型
発症期間

R7.1.20～発症期間
ユニット型

⑥ノロウイルス感染者　発生状況

⑧新型コロナウイルス感染者　発生状況

ユニット型
発症期間

⑦インフルエンザ感染者　発生状況
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（２）リハビリテーション実施状況（ユニット）

①　各訓練別実施状況一覧表

回数 人数 回数 人数 参加率 回数 人数 参加率 回数 人数 参加率 回数 人数 参加率 回数 人数 回数 人数

 R6 4 18 122 4 56 17.5% 6 55 22.9% 6 78 32.5% 4 60 18.8% 18 1115 18 199

5 19 151 4 61 19.1% 6 55 22.9% 6 79 32.9% 4 70 21.9% 19 1219 19 196

6 17 136 4 43 13.4% 8 56 17.5% 8 77 24.1% 4 45 14.1% 16 1028 17 146

7 20 141 4 55 17.2% 7 46 16.4% 7 69 24.6% 4 59 18.4% 19 1234 20 196

8 18 127 4 65 20.3% 5 46 23.0% 5 55 27.5% 4 75 23.4% 18 1177 18 238

9 17 106 3 49 20.4% 7 55 19.6% 7 64 22.9% 3 52 21.7% 17 1107 17 194

10 19 138 3 51 21.3% 8 72 22.5% 8 94 29.4% 3 51 21.3% 19 1269 19 249

11 18 142 4 71 22.2% 6 53 22.1% 7 74 26.4% 4 78 24.4% 17 1173 18 221

12 16 98 2 23 14.4% 8 65 20.3% 9 90 25.0% 2 27 16.9% 15 851 16 157

 R7 1 18 91 3 38 15.8% 7 64 22.9% 7 71 25.4% 3 41 17.1% 17 774 18 151

2 18 116 3 42 17.5% 7 58 20.7% 7 71 25.4% 3 44 18.3% 17 1070 18 213

3 17 108 3 35 14.6% 7 64 22.9% 7 79 24.7% 3 37 15.4% 18 1106 17 204

215 1476 41 589 17.8% 82 689 21.1% 84 901 26.7% 41 639 19.3% 210 13123 215 2364

②　理学療法士機能評価人数 （R6.4.1～R7.3.31）
R6. R7.

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計

12 11 12 12 12 11 12 12 11 12 11 12 140

48 34 37 48 43 31 49 45 33 20 40 34 462

長谷川式評価･･･ 年29 回 (入居者）

③　個別リハビリ計画者数

102 名

作業療法
マッサージ上肢･嚥下･

口腔体操
(症状チェック･
物理療法を含む)

学習療法･
回想法等

フロア体操
生活機能
ﾘﾊﾋﾞﾘ年月

機能訓練

令和6年度

合計

人数

日数
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（２）リハビリテーション実施状況（従来）

①　各訓練別実施状況一覧表

回数 人数 回数 人数 参加率 回数 人数 参加率 回数 人数 参加率 回数 人数 参加率 回数 人数 回数 人数

 R6 4 16 38 2 26 32.5% 4 39 24.4% 4 52 32.5% 2 27 33.8% 18 604 16 106

5 17 51 2 18 22.5% 4 33 20.6% 4 47 29.4% 2 23 28.8% 19 657 17 115

6 16 51 4 38 23.8% 3 34 28.3% 3 46 38.3% 4 44 27.5% 16 570 16 88

7 18 53 3 23 19.2% 4 35 21.9% 4 46 28.8% 3 28 23.3% 19 669 18 129

8 18 53 2 17 21.3% 3 38 31.7% 3 43 35.8% 2 18 22.5% 18 616 18 113

9 16 46 2 21 26.3% 4 41 25.6% 4 55 34.4% 2 22 27.5% 17 598 16 118

10 20 52 2 35 43.8% 6 51 21.3% 6 65 27.1% 2 35 43.8% 19 638 20 127

11 17 42 2 22 27.5% 4 36 22.5% 4 44 27.5% 2 23 28.8% 17 540 17 109

12 15 34 2 36 30.0% 3 42 35.0% 3 50 41.7% 3 40 33.3% 15 540 15 104

 R7 1 18 43 2 28 35.0% 5 53 26.5% 5 67 33.5% 2 22 27.5% 17 589 18 110

2 16 55 1 15 37.5% 2 28 35.0% 2 30 37.5% 1 15 37.5% 17 596 16 138

3 17 54 4 53 33.3% 3 39 32.5% 3 50 41.7% 4 53 33.1% 17 637 17 117

204 572 28 332 29.4% 45 469 27.1% 45 595 34.0% 29 350 30.6% 209 7254 204 1374

②　理学療法士機能評価人数 （R6.4.1～R7.3.31）
R6. R7.

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計

12 11 12 12 12 11 12 12 11 12 11 12 140

32 36 29 22 28 36 28 16 39 50 31 64 411

長谷川式評価･･･ 年12 回 (新規入居)

③　個別リハビリ計画者数

48 名

学習療法･
回想法等

フロア体操
上肢･嚥下･
口腔体操

令和6年度

マッサージ
(症状チェック･
物理療法を含む)

合計

日数

人数

年月
機能訓練 作業療法

生活機能
ﾘﾊﾋﾞﾘ
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４．栄養課

（１）栄養状況・食形態状況

①　栄養状況 R6年 4月実績
エネルギー 蛋白質 カルシウム ﾚﾁﾉｰﾙ ﾋﾞﾀﾐﾝB1 ﾋﾞﾀﾐﾝB2 ﾋﾞﾀﾐﾝC 鉄 塩分

1552Kcal 58.5g 650mg 725ng 1.05mg 1.10mg 100mg 6.5mg 7.0mg

1578Kcal 59.5g 714mg 913ng 1.26mg 1.22mg 102mg 7.5mg 6.6mg

101.7% 101.7% 109.8% 125.9% 120.0% 110.9% 102.0% 115.4% 94.3%

②　食事形態別状況 （平均数）

刻み ミキサー 経管 ｾﾞﾘｰ食

32 8 4 12
R5年度 36 3 4 6

（２）給食実施状況
①　地域行事食

／

②　年間行事食

実施月

５月

おはぎ・メバルの煮付け・カボチャ煮物・味噌汁

朝・お節

昼・お節

３月

毎月

5・8
11・2
月

選択食

ホタテちらし・盛り合わせ（寿かまぼこ・伊達巻・鶯豆佃）・杏仁豆腐・すまし汁

お赤飯・刺身盛り・揚げ出し豆腐あんかけ・栗きんとん・紅
白なます・菜の花和え・雑煮風汁・甘味

お彼岸
９月

１月

ひな祭り

クリスマス

お彼岸 山菜そば・ﾌﾞﾛｯｺﾘｰしらす和え・牡丹餅

オムライス・シチュー・ブロッコリートマトサラダ・Xmasデザート

誕生会（第2火）

鏡開き

12月
年越しそば

七草

11

合計

109
11

常食

42

ﾊｰﾌ(粗・刻・ﾐ）

年越しそば・豆腐のホタテあんかけ・小松菜くるみ和え

行事

端午の節句

七夕

なし

土用丑の日

敬老祝い膳

元旦

・栄養：多職種協働にて栄養ケアマネジメントの実施ができました。

100

主なメニュー

R6年度
4月実績

　

　　　　
・調理：感染対策の継続、高齢者に適した食事提供ができました。

40

７月

栄養基準量（A）

区分

実施分（B)

摂取量比率〔％〕(B/A)

鮭ちらし、かぶの煮物、すまし汁、いちごムース

七夕そうめん、星のコロッケ、ﾌﾞﾛｯｺﾘｰカニサラダ、七夕ｾﾞﾘｰ

うなぎのひつまぶし風、小松菜和え、しば漬、すまし汁、ﾒﾛﾝﾑｰｽ

赤飯・刺身盛り合わせ・天ぷら・寿玉子焼き、ポテトサラダ、すまし汁、季節の果物

お汁粉　（15時）

赤飯の日

 2 月　

 5 月　

 8 月　

七草がゆ・厚焼き玉子・キャベツしらす和え・味噌汁・ヨーグルト

 11月　

桜ちらし寿司・炊き合わせ・菜の花和え・清まし汁

未実施
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（３）給食調理業務

・4月より直営運営

（４）検食

保存期間 有（素材・調理済）

温度 -20℃以上

期間 14日間

（５）衛生

・トイレ使用後調理室への入室際は2.5回手洗い徹底

・衛生チェック表に基づいた確実なチェック体制

・トイレ清掃　日2回徹底

・履物・衣類、手洗いの励行

・調理室内の飲食の禁止　（水分補給に関しては調理室内指定場所保管））

・

・

・

・

・

・感染予防調理用エプロン徹底、靴の履き替え徹底

・使い捨て食器の準備（感染対策食事提供）

まとめ
・

・栄養ケア、多職種協働にて実施できた。

＊調理済み検食は、喫食状況と同様配膳車に入れ配膳室出発時に抜出し保存。

温冷配膳車庫内温度管理表記入の徹底

食材の高騰あり委託業者と話し合い、大きな変更なく献立作成、食事提供の実施
が行えた。

Ｏ-157、ノロウィルス等をはじめとした食中毒対策

食材搬入状態記録の適正な実施　

調理後食品管理方法の記録の徹底

ダンボール排除

次亜塩素剤拭き消毒、清掃　（ドアノブ・配膳車車輪・検収室・搬入出入り口）
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５．総務課

（１）スタッフの状況

①　職種別配置状況一覧表 （R7.3.31現在）＊派遣を除く

常勤 非常勤数 非常勤換算 兼務 常勤換算計

1 1 1

- 4 4

54 42 20 12.2 54.2

3 4 2 0.7 4.7

1 1 1

- 4 9 4.1 8.1

- 2 0.05 0.05

- 1 0.02 0.02

1

1 0.2

1 0.07

- 2 1.2 1.2

- 2 1.1 1.1

- 7 4.7 4.7

62.2 59 49 25.4 2 84.44

②　職種別異動状況一覧表 （R6.4.1～R7.3.31）

常勤 非常勤 兼務 常勤 非常勤 異動 常勤 非常勤 異動 常勤 非常勤 兼務

1 1 0

3 1 4 0

43 21 2 3 3 3 42 21

4 2 4 2

1 0 1 0

1 9 5 2 2 2 4 9

0 2 0 2

0 1 0 1

1 0 1 0

0 1 0 1

0 1 0 1

0 2 1 1 0 2

0 2 0 2

0 6 0 6

56 49 2 8 6 0 5 6 0 59 49 2

③　常勤スタッフの平均年齢及び勤続年数 （R7.3.31現在）

介護支援専門員 48.5 13.1 管理栄養士（栄養士含む） 48.7 7.8

生活相談員 48.5 13.1 機能訓練指導員 61.3 21.1

10.7

事務員 46.9 3.1 看護師 56.2 9.3

平均年齢 勤続年数 職種 平均年齢 勤続年数

施設長 64.7 10.8 ケアワーカー 48.3

警備員(管理当直)

清掃・洗濯作業員

計

職種

看護師

調理師

医師

精神科医

機能訓練指導員

理学療法士

ケアワーカー

2

作業療法士

営繕員

管理栄養士

調理師 8.1

看護師 1.7

管理栄養士

職種

施設長

事務員

生活相談員兼
2 2

計 22.24

（兼務は内数、派遣を除く）

区分 期首 採用 退職 期末

2 2 2
介護支援専門員

営繕員 1.2
警備員(管理当直) 1.1
清掃・洗濯作業員 4.7

医師 0.05

精神科医 0.02
機能訓練指導員

1.2 1.27 0.07理学療法士

作業療法士

0

事務員 4

生活相談員兼
2 2 2 1.1

区分
基準

現在員
充足状況

職種

施設長 0

介護支援専門員

ケアワーカー 0.2

2 3.1 1.1
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（２）会議･委員会開催状況

名 称 曜 日 出席職種

職　員 会 議
スタッフ会議

第3水曜
（偶数月）

施設長、他基本スタッフ全員

責任者会議
第1水曜
（毎月）

施設長、各部門の担当責任者

介護課会議
第1水曜
（毎月）

介護課長、介護主任補佐、ユニットリーダー

1階西棟 12 1階西棟 12
2階西棟 12 2階西棟 12
1階東棟 12 1階東棟 12
2階東棟 12 2階東棟 11
1階北棟 12 1階北棟 12
2階北棟 12 2階北棟 12

厨房会議
第1金曜

（3ヶ月毎）
栄養課長、受託調理社員

看護課会議
第1木曜
（毎月）

看護課長、看護主任、看護課スタッフ

リハビリ会議
第２金曜日
（毎月）

看護課長､機能訓練指導員､ﾘﾊﾋﾞﾘｽﾀｯﾌ

総務課会議
第3水曜
（毎月）

総務課長、主任、総務課スタッフ

相談支援課会議
第3水曜
（毎月）

施設長、相談支援課スタッフ

総務課・相談支援課
合同会議

第3水曜
（毎月）

施設長、総務課スタッフ、相談支援課スタッフ

ケアカンファレンス
随時

（毎週月～金）
施設長、介護支援専門員、生活相談員、看護課長、
機能訓練指導員、栄養課長、担当ｽﾀｯﾌ、家族、本人

安全衛生管理委員会
第2水曜
（毎月）

施設長、役付スタッフ（課長・主任・ユニットリー
ダー・ 主任補佐）・部門の担当責任者

感染症予防対策委員会
第2水曜
（毎月）

施設長、総務課長、各部門の感染症対策委員

防災管理委員会
第2水曜

（偶数月）

施設長、防災管理者、副防災管理者、防災委員（相
談支援課・看護課･リハビリ・栄養課・介護課の防
災委員）

褥瘡予防対策委員会
第2水曜

（3ヶ月毎）
施設長、役付スタッフ（課長・主任・ユニットリー
ダー・ 主任補佐）・部門の担当責任者

虐待予防対策委員会
第2水曜
（毎月）

施設長、役付スタッフ（課長・主任・ユニットリー
ダー・ 主任補佐）・部門の担当責任者

安心･安全委員会
第2水曜
（毎月）

施設長、役付スタッフ（課長・主任・ユニットリー
ダー・ 主任補佐）・部門の担当責任者

サービス向上委員会
第2水曜
（毎月）

施設長、役付スタッフ（課長・主任・ユニットリー
ダー・ 主任補佐）・部門の担当責任者

食事委員会
第3水曜

（3ヶ月毎）
施設長、各部門の担当責任者、管理栄養士、受託業
者本社担当者、調理現場責任者

入居判定会議 適宜
施設長、生活相談員、介護支援専門員、看護課長、
介護課長、栄養課長

研修委員会
第2水曜

（奇数月）
施設長、役付スタッフ（課長・主任・ユニットリー
ダー・ 主任補佐）・部門の担当責任者

ユニットケア推進委員会
第2水曜

（偶数月）
施設長、総務課、相談支援課、担当ケアワーカー

ターミナル委員会 第2水曜
（5月8月11月2月）

施設長、役付スタッフ（課長・主任・ユニットリー
ダー・ 主任補佐）・部門の担当責任者

第三者委員会
連絡会:年6回
定例会:年1回

施設長、相談支援課、介護課より選任の代表者
連絡会:年6回
定例会:年1回

6 6

12 12

4 3

29

4 4

12 12

12 12

12 12

4 4

6 6

4 4

12 12

224

12 12

12 12

12 0

12 12

ユニット会議
ケアスタッフ会議

第4水曜
（毎月）

ユニット型介護スタッフ
従来型介護スタッフ

12 8

4 4

12 12

開催回数
【計画】

開催回数
【実績】

6 6

12 12
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（３）スタッフ研修

月 日 氏名

1 4 24 村尾麻菜美 総務課 防火管理者 新人研修（防災） ¥0 4/30 1

2 4 24 徳田裕一 介護課 土澤・前野 身体拘束研修 ¥0 5/4 9

3 5 15 西川小夜子 虐待予防対策委員会 土澤・前野 高齢者虐待防止研修 ¥0 5/18 14

4 5 22 澤田茂久 相談支援課 本宮主任 臨時虐待防止研修 ¥0 5/23 12

5 5 22 石黒陽介 総務課 山﨑課長 ハラスメント研修 ¥0 5/29 13

6 5 28 徳田裕一 安全衛生管理委員会 室岡機能訓練指導員 腰痛予防研修 ¥0 6/3 7

7 5 29 内山哲利 介護課 リブドゥ末藤氏 排泄ケア研修 ¥0 6/8 8

8 6 19 林崇徳 安心安全委員会 内倉相談員 事故発生防止（リスクマネジメント） ¥0 6/25 9

9 6 19 井上・木原 虐待予防対策委員会 施設長 高齢者虐待防止研修～アンガーマネジメントの考え方～ ¥0 6/21 46

10 6 19 内倉茂夫 虐待予防対策委員会 施設長 虐待予防研修 ¥0 6/19 全スタッフ

11 6 26 小沢竜也 介護課 内山主任 介護職員の接遇研修 ¥0 6/29 10

12 7 17 小沢竜也 看護課 野村主任 褥瘡予防研修 ¥0 7/29 11

13 7 24 内倉茂夫 相談支援課 内倉相談員 虐待防止研修 ¥0 7/24 11

14 7 24 山﨑昌也 総務課 山﨑課長 メンタルケア研修 ¥0 7/29 11

15 7 31 山﨑昌也 防災管理委員会 山﨑課長 感染症及び災害に係る業務継続計画研修 ¥0 7/31 7

16 7 31 山﨑昌也 防災管理委員会 山﨑課長 感染症及び災害に係る業務継続計画訓練 ¥0 7/31 7

17 8 21 澤田茂久 介護課 樋口・宮田 臨時虐待防止研修 ¥0 8/23 27

18 8 21 野村梅子 看護課 野村主任・本宮主任 ターミナルケア研修 ¥0 9/9 24

19 8 28 室岡和廣 介護課 内山主任 認知症研修 ¥0 8/28 9

20 9 18 山﨑昌也 虐待予防対策委員会 施設長 虐待予防・高齢者人権擁護 ¥0 9/25 全スタッフ

21 9 25 石黒陽介 介護課
リブドゥ末藤

氏
排泄ケア研修 ¥0 9/30 7

22 10 16 本宮功一 虐待予防対策委員会 本宮主任 虐待予防研修 ¥0 10/18 37

23 10 21 野村梅子 看護課 アイデンタルオフィス歯科医師 口腔ケア研修 ¥0 10/29 10

24 10 23 本宮功一 虐待予防対策委員会 内山・林・西川 身体拘束適正化研修 ¥0 10/23 11

25 10 23 室岡和廣 総務課 山﨑課長 交通安全に係る研修 ¥0 10/23 11

26 10 30 山本都幸 ユニットケア推進委員会 室岡機能訓練指導員 ユニットケア推進勉強会 ¥0 10/30 9

27 11 6 山本都幸 虐待予防対策委員会 施設長 虐待予防研修 ¥0 11/12 15

28 11 13 本宮功一 虐待予防対策委員会 施設長 臨時虐待防止研修 ¥0 11/14 12

29 11 20 土澤友寿 安全衛生管理委員会 鈴木PT 腰痛予防研修 ¥0 11/20 9

30 11 20 浅見径太 介護課
宮田・高野・

小沢
高齢者虐待予防研修 ¥0 12/11 11

リハビリ

総務課

介護課

総務課

総務課

総務課

相談支援課

看護課

相談支援課

相談支援課

介護課

介護課

相談支援課

相談支援課

介護課

介護課

介護課

介護課

報告日 参加人数
所属

相談支援課

看護課

相談支援課

リハビリ

栄養課

栄養課

介護課

介護課

相談支援課

総務課

介護課

介護課

　施設外研修につきましては内容を検討した上で、必要なものに関しては積極的にオンライン研修を受講す
ることが出来ました。また、施設内における勉強会、専門スタッフによる研修会も行い、計画的な実施・参
加を促進することによって、スタッフの資質の向上を図り、その報告は回覧等で伝え、共有するようにいた
しました。
　なお、研修の実施状況は以下のとおりです。

令和６年度　研修参加・研修報告書　管理一覧表
【　施　設　内　】

研修日 報告者
担当 講師 研修内容 報告書
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31 11 27 徳田裕一 感染症予防対策委員会 野村主任 感染症予防・蔓延防止（ノロウイルス） ¥0 11/27 16

32 11 27 土澤友寿 感染症予防対策委員会 野村主任 感染症予防・蔓延防止（ノロウイルス）に関する訓練 ¥0 11/29 16

33 12 18 木原珠希 虐待予防対策委員会 施設長 臨時虐待防止研修 ¥0 12/19 32

34 1 15 林崇徳 介護課 内山・林 虐待予防・プライバシー保護 ¥0 1/18 9

35 1 29 内藤美佐子 介護課 石黒 ターミナル研修 ¥0 2/5 11

36 2 19 柳内伸仁 施設長 施設長 臨時虐待防止研修 ¥0 2/20 45

37 2 26 土澤友寿 感染症予防対策委員会 山本課長 感染症（食中毒）予防・蔓延防止に関する訓練 ¥0 2/26 11

38 3 7 山本都幸 虐待予防対策委員会 山本課長 虐待予防研修 ¥0 3/17 12

39 3 19 山本都幸 安心安全委員会 本宮主任 事故発生防止リスクマネジメント研修 ¥0 3/25 10

40 3 26 小松礼子 感染症予防対策委員会
野村主任・尾

﨑
感染症及び災害に係る業務継続計画訓練 ¥0 3/26 11

41 3 26 小林珂穂 感染症予防対策委員会
野村主任・尾

﨑
インフルエンザ予防研修 ¥0 3/27 11

42 3 26 灘谷雅輝 感染症予防対策委員会 野村主任 感染症及び災害に係る業務継続計画研修 ¥0 4/7 11

介護課

介護課

介護課

介護課

相談支援課

介護課

総務課

介護課

栄養課

介護課

栄養課

介護課
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月 日

1 4 18 総務課 村尾麻菜美 ㈱CIJ 財務会計システム日常処理編 〇 4/18

2 7 11 相談支援課 木原珠希 東社協 介護報酬請求事務に関する研修会（初任者編） 〇 8/16

3 8 1 総務課 村尾麻菜美 東社協 会計実務研修会 〇 4/15

4 8 23 介護課 内山哲利 東社協 秋川ブロック相談員研修 〇 9/8

5 9 17 介護課 土澤友寿 東社協 ケアリーダーズと学ぶ看取り介護 〇 9/19

6 10 24 栄養課 山本都幸 東社協 栄養士のための情報交換会 〇 10/30

7 10 24 相談支援課 内倉茂夫 東社協 青梅・秋川合同ブロック会研修 〇 10/30

8 11 25 看護課 野村梅子 西多摩保健所 第2回感染症対策講演会 〇 11/27

9 11 25 相談支援課 本宮功一 三法人第三者委員会 令和6年度第三者委員会研修会 〇 12/1

10 12 24 介護課 林崇徳 日本ユニットケア推進センター ユニットリーダー実地研修 〇 1/19

11 1 7 相談支援課 木原珠希 東社協 介護報酬請求事務に関する研修会（実務者編） 〇 2/7

12 1 7 介護課 土澤友寿 日本ユニットケア推進センター ユニットリーダー実地研修 〇 1/14

13 1 23 看護課
野村梅子
尾﨑智美

日の出ヶ丘病院 感染症制御チームの看護師による感染対策研修 〇 1/30

14 2 25 相談支援課 木原珠希 日の出町 高齢福祉サービスについて 〇 2/26

15 2 27 総務課 柳内伸仁 南多摩医療圏病院管理研究会 南多摩医療圏病院管理研究会オープンセミナー 〇 3/3

16 3 3 栄養課 小暮香 西多摩保健所 給食施設における災害時の備え 〇 3/28

部門別集計

7 総務課 3

2 相談支援課 5

2 介護課 4

5 看護課 2

栄養課 2

16 合計 16

主催者別集計

東社協

西多摩保健所

日本ユニットケア推進センター

令和６年度　研修参加・研修報告書　管理一覧表
【　外　部　】

研修日
所属 氏名 主催 研修内容 報告書 報告日

その他

合計
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（R7.3.31現在）

介護福祉士 実務者研修 喀痰吸引 ユニットリーダー研修 介護支援 専門員 社会福祉主事 認知症介護基礎研修

28 3 14 9 0 1 5

介護福祉士 実務者研修 喀痰吸引 ユニットリーダー研修 介護支援 専門員 社会福祉主事 認知症介護基礎研修

10 0 2 1 2 1 5

介護福祉士 実務者研修 喀痰吸引 ユニットリーダー研修 介護支援 専門員 社会福祉主事 認知症介護基礎研修

38 3 16 10 2 2 10

(５）安全衛生管理

①スタッフの健康管理（所沢中央病院健診クリニック）

非常勤

合計

③危険個所の点検
・転倒防止

入居者　11月30日　実施

・転落等の危険個所の対策
・出合い頭の衝突防止

＊介護課のみ

　年間契約の業者選定では、合見積りをとり、価格調整に努めました。
　また、必要に応じて補正予算の編成を必要とする消耗品に関しても、
  都度、購入業者に価格折衝を行い、経費削減に努めました。
　月次報告を基に毎月々の経営分析を実施し、今後の経営・運営に
　反映できる土台作りを図りました。
　本年度の収支状況については、別冊｢決算書｣のとおりです。

①　有資格者数

（４）経理関係

職場の労働環境の安全・衛生・環境の改善・疾病予防に努めました。

・定期的健康診断（全スタッフ）春（5月20日）秋（11月26日）
・夜勤者対象健康診断　　11月26日
・腰痛予防健診（介護スタッフ）年2回

②インフルエンザ予防接種

スタッフ　11月26日　実施

常勤
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（６）防災管理

①　各種防災訓練実施状況
(a)
(b)

（R6.4.1～R7.3.31）
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

避難誘導訓練 24日 15日 17日 28日 13日 20日 26日

消火訓練 24日 26日 13日 20日 26日

通報訓練 24日 20日 15日 26日

地震訓練 15日 20日 26日

図上訓練

夜間訓練
(夜間想定を含む)

28日 26日

その他訓練 24日 17日 26日 28日 18日 13日 20日 25日 15日 26日 19日

スタッフ 14 8 62 10 10 10 101 20 100 15 15 90

入居者

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

②　防災設備、器具等の点検状況
(a)

(b)

自主 業者 自主 業者

2 1 2 1

2 1 12 1

365 1 2 1

12 1

日
勤
帯
の
地
震
・
発

生
想
定
訓
練

消
火
訓
練
・
消
防
設
備
・
通
報
・
逆

信
・
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

・
防
火
扉
使
用

方
法
・
避
難
経
路
方
法
訓
練

内容

非
常
招
集
連
絡
網

（

メ
ー

ル
）

伝
達
訓
練

※厨房スタッフを含めての防災訓練を実施することができました。厨房スタッフ
も防災訓練参加することにより、災害発生時の協働・連携を図り充実した訓練を
行いました。

＊10月には日の出町第7自治会との応援協定に基づく合同防災訓練を新清快園駐
車場で実施しました。自治会員、消防団員、秋川消防署員、総勢96名が参加しま
した。

非常警報設備・器具消火器具

避難器具

毎月１回の定期防災訓練を下記のとおり実施しました。

訓
　
練
　
の
　
内
　
容

日
勤
務
帯
の
地
震
・

発
生
想
定
訓
練

応
援
協
に
基
づ
く
合

同
防
災
訓
練

A
E
D
・
心
肺
蘇
生

法
・
応
急
救
護
訓
練

洪
水
（

内
水
時
）

土
砂
災

害
等
避
難
確
保
計
画
訓
練

非
常
事
態
緊
急
放
送

訓
練

日
勤
・
夜
勤
帯
の
地
震
・

火
災
発
生
想
定
訓
練

非
常
招
集
連
絡
網

（

メ
ー

ル
）

伝
達
訓
練

　防災訓練終了後に自主点検を次表のとおり行いました。令和６年度は（有）多摩綜合
防災による総合点検を５月・法定検査を１１月に行いました。

日
勤
務
帯
の
火
災
発

生
想
定
訓
練

ネ
ッ

ト
で
自
衛
消
防
訓

練

火気使用設備・器具

危険物・設備

防災設備

非常電源・配線

点検内容

参
加
人
数

消防署への通知

回数
点検内容

回数

※非常勤スタッフの参加を促し、防災意識を共有することが出来ました。

※マニュアルの見直しや更新を随時行い、毎月の防災訓練にて全スタッフが習得
できるような取り組みを行いました。
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Ⅲ　　地域社会との交流

１．地域との連携

（１）招待行事
招待行事等

２．地域交流

（１）地域行事等月別参加状況

月 日

4

5

6 27日 社会福祉協議会福祉教育プログラム　スタッフにてボランティア参加

7

8

9 26日 社会福祉協議会福祉教育プログラム　スタッフにてボランティア参加

10

11

12

1

2

3

開催日

開催日
参加行事等
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３．慰問

（１）地域年少者
来園日 来園人数

（２）地域外年少者
来園日 来園人数

（３）行事等におけるボランティア等
来園日 来園人数

計 0名
４．ボランティア活動

（１）一般活動（前記の慰問を除く）
傾聴 作業療法 囲碁 他

回数 0 1 0 0

実人員 0 1 0 0

延人員 0 1 0 0

（２）ボランティアとの交流
月日

8月23日

５．他施設との連携

（１）第三者委員会
会議名称

連絡会

定例会

研修会 R6.11/25

R6.4/26　6/28　9/13　9/27　11/8　R7.2/7　3/10

R6.3/10

夏体験ボランティア受け入れ

開催･出席

内容

内容

なし

なし

事項

内容

なし
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Ⅳ　行事・クラブ活動等

１．行事の実施状況

月 日
4 ﾌﾛｱｰ毎実施 誕生会
5 ﾌﾛｱｰ毎実施 誕生会

6 ﾌﾛｱｰ毎実施 誕生会
ﾌﾛｱｰ毎実施 誕生会

2日 東京都知事選挙　不在者投票
13日16日 お盆

ﾌﾛｱｰ毎実施 誕生会
ﾌﾛｱｰ毎実施 敬老祝賀会
ﾌﾛｱｰ毎実施 誕生会
ﾌﾛｱｰ毎実施 誕生会

22日 衆議院議員選挙　不在者投票

11 ﾌﾛｱｰ毎実施 誕生会

12 ﾌﾛｱｰ毎実施 誕生会

1 ﾌﾛｱｰ毎実施 誕生会

2 ﾌﾛｱｰ毎実施 誕生会
ﾌﾛｱｰ毎実施 誕生会

21日 日の出町町長選挙　不在者投票

行　　事

7

実施日

　　にて各棟開催を行った。

　・入居者談会は、北棟(2/5/8/11)・東棟(1/4/7/10)・西棟(3/6/9/12)

9

　・クラブは、歌謡クラブのみ実施　ホーム喫茶は各フロアー月1回実施

8

3

10
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２．クラブ活動の実施状況

（１）ｸﾗﾌﾞ活動参加状況

男 女 計 男 女 計

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

（２）各クラブ活動実施状況
・講師によるクラブ活動は、感染症対策により
　講師を呼ばず､歌謡のみ各棟毎行うが、ユニット毎に工夫を凝らして
　各ｸﾗﾌﾞ活動の代替対応を実施。又ｲﾝﾌﾙ､ｺﾛﾅ感染の為､1-3月は各ﾕﾆｯﾄ毎行う

書　道

音　楽

歌　謡

華　道

詩　吟

（３）クラブ別参加状況(重複参加あり)

男 女 計 男 女 計

書　道 0 0 0 0 0 0

音　楽 0 0 0 0 0 0

歌　謡 64 182 246 42 120 162

華　道 0 0 0 0 0 0

詩　吟 0 0 0 0 0 0

合　計 64 182 246 42 120 162

(R7.3.31現在)

木村先生 第１水曜日

高橋先生 第２・４木曜日

なし 第１・３火曜日

清水先生 第２水曜日

高島先生 第２・４土曜日

加入実人員

(R7.3.31現在)

感染症対策の為中止中

開　催　日指　導　者
ﾕﾆｯﾄ参加人員 従来参加人員

ﾕﾆｯﾄ 従来

感染症対策の為中止中

感染症対策の為､講師呼ばず､各棟毎の開催､但し1-3月はｺﾛﾅ､ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ感染症対策
の為各ﾕﾆｯﾄ毎開催

感染症対策の為中止中

感染症対策の為中止中

未加入人員
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